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一
、

時
　
　
エハ月
九
日

（土
）

二
、

場
所

埼
玉
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
本
庄

一二
、

姿

①
総
会
　
　
　
午
後
三
時

②
記
念
音
楽
会
　
年
後
四
時
半

③
懇
親
会
　
　
　
午
後
五
時

会
費
　
　
　
　
五
千
円

礎
Ｑ
Ｑ
載
〔Ｑ

確
韓
韓
ｔ
α
Ｑ
α
α
α
α

本

部

役

員

島
蜂
弗
鼻
鈴
わ
め
島
島
島
鋤
め
め
鈴
野

会

長
　
一戸
谷
　
全
克
　
高
１

副
会
長
　
一上
川
　
太
作
　
中
９

副
会
長
　
一向
木
　
微
子
　
女
８

副
会
長

清
水

　

賃
　
中
１９

副
会
長
　
吉
圏
　
建
治
　
高
２

副
会
長
　
塚
越
　
寿
衛
　
高
２

副
会
長

竹
並
栄

一
郎
併
中
２

副
会
長
　
一戸
谷
洋

一
郎
　
高
１４

副
答
長
（教
聾
保
泉
　
尚
良

副
会
長
（教
頭
）山
辺
樹
久
生

Ａ
西

計

内
野
ヨ
シ
ヱ
　
女
１６

△
〓

計
　
清
水
　
正

一　

高
６

盤
　
事

江
原
　
清
吉
　
高
４

監
　
事
　
竹
内
意
美
子
　
高
６

顧
　
聞
　
岡

　

祐
孝
　
中
９

顧
問
（校
長
）
替
谷
浩
之
　
高
１３

ｔ
翌
Ｑ
韓
α
Ｑ
韓
α
卓
報
Ｑ
報
韓
綻
Ｑ

支

部

役

員

富
本
町
　
卜
部
　
義
典
　
高
１

泉

町

竹
並
栄

一
郎
併
中
２

上
　
町
　
境
野
　
　
登
　
南
２

照
若
町
　
岩
本
　
英
人
　
中
２。

七
軒
町
　
叫
囲
　
一
徳
　
南
５

伸
　
町
　
飯
塚
　
・構
成
　
高
２５

本
　
町
　
矢
代
　
和
正
　
高
６

南
本
町
　
村
田
敬
次
郎
　
中
２２

台
　
町
　
松
本
　
敬

一　

定
１

末
広
町
　
野
枝
　
直
治
　
高
５

諏
訪
町
　
井
上
　
畠
幸
　
中
２２

朝
日
町
　
内
藤
　
　
明
　
高
３

藤
　
田
　
宮
崎
　
輿
憲
　
高
４

仁
　
手
　
穏
鳥
　
好
正
　
高
３

旭
　
　
亀
日
　
本
工
　
高
４

北
　
泉
　
塩
原
　
　
暁
　
高
５

今
　
井
　
清
水
　
　
奨
　
高
４

児
　
玉
　
苦
圏
　
建
治
　
南
２

美
　
量
　
野
口
　
重
信
　
高
２３

神
　
川
　
金
井
　
久
直
　
中
２２

神
　
泉
　
秋
出
　
欣
彦

高
２８

上
盟
姑
楳
原
森
村
　
信
行

高
１４

上
量
加塁
大
小
野
　
英
彦

南
１４

上
豊
七
本
木
斎
藤
　
勝
次

南
１４

上
塁
長
幡

小
柳
　
喜
政
　
高
１０

岡
　
部
　
茂
本
　
　
肇
　
中
１４

寄
　
居

松
本

恭
三
　
高
２

深

谷
　
溝
永

　

賛
　
中
１９

熊

谷

築
原

健
鼻
　
高
１３

鶏
官
経
阿
小
池
　
　
久

高
ｌｏ

伊
勢
崎

士
畠
伴

唯
志
　
高
Ｈ

新
　
町
　
高
鴫
　
重
皓
　
高
６

東

一泉

雷
圏
　
一二
郎
　
中
４

一舎
待
釜
跡
戸
谷
洋

一
郎
　
高
１４

エ
ー
ザ
イ

茂
木
　
秀
夫
一
高
路

沖
電
気
　
村
岡
　
徳
英
　
一品
１５

児
玉
都
市
教
職
員

富
部

　

彰

高
１４

「
二
十

一
世
紀
」
心
新
た
に

一
、

時
　
一
一月
十
人
日

（日
）

二
、

場
所
　
五
州
園

一
一

一
、

姿

①
受
部
長
会
議
　
午
後
三
時

②
記
△豊
晶
焚
〓　
午
後
四
時
半

ソ
プ
ラ
ノ
独
唱

浅
見
多
佳
子

③
新
符宏
蚕　
　
　
午
後
五
時

会
費
　
　
　
　
五
十
円

谷

　

全
（高

〓
寧
十

§昔魯督魯督雷暑昏ど暑富民をど雷8魯富S8督貧
皆
様
の
お
手

の
運
び
に
な
る

二
十

一
世
紀
幕
開
き
の
新
春

を
、

会
員
の
皆
様
に
は
賑
々
し

く
お
迎
え
の
事
と
心
よ
り
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

母
校
も
二
世
紀
に
亘
る
学
校

に
、

そ
れ
も
来
年
は
八
十
周
年

目
の
年
に
な
り
ま

、
会
報
に
つ
き
ま
し

よ
り
、

見
や
す
く
、

に
あ

っ
た
も

の
を
と

４
版
、　

一
行
十
二
文

を
迎
え

る
事

に
な
る
わ
け
で
、

わ
け
で
ご
ざ

い
ま

に
、

世
紀
の
巻
頭
を

し
て
、

す
で
に

の
お
手
元
に
ご
案
内

げ
ま
し
た
平
成
十
二

員
名
簿
の
発
刊
を
八

一
日
に
行
い
ま
す
。

お
申
し
込
み
の
程
お

し
ま
す
。

償
し
、

こ

注
意
申
し
上
げ
た
い

毎
回
発
刊
後
、

半
年

、
関
係
の
な
い
業
者

紛
ら
わ
し
い
名
称
で

勧
誘
の
葉
書
が
送
ら

1日埼玉県立本産中学校 本 館樹景

平成12年 度 埼 玉県立本虚高等学校同窓会総会
平成12年 6月25日  於 埼玉ブランドホテル本庄
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新
た
な
世
紀
の
中
で

学
校
農

曹

谷

強
ね

之

三
十

一
世
紀
と
い
う
新
た
な

世
紀
の
開
出
を
祝
う
な
か
で
の

新
年
と
な
り
ま
し
た
が
、

岡
窓

生
の
皆
様
に
は
、

お
健
や
か
に

新
年
を
お
避
え
の
こ
と
と
、

お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

本
校
に
二
十
二
年
振
り
に
着

任
し
、

間
も
な
く

一
年
が
過
ぎ

よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、

本
校
は
平
成
十

四
年
度
に
、

創
立
八
十
年
の
節

目
の
年
を
避
え
ま
す
。

去
る
十

一
月
に
実
行
委
員
会
設
立
の
準

備
を
始
め
ま
し
た
。

県
北
の
伝

統
校
と
し
て
、

今
日
ま
で
諸
先

輩
が
築
い
て
き
た
本
校
を
八
十

年
を

一
つ
の
節
目
と
し
、

さ
ら

な
る
発
展
の
た
め
に
尽
力
す
る

覚
賠
で
お
り
ま
す
。

八
十
周
年
行
事
に
つ
き
ま
し

て
は
、

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

昨
秋
、

学
校
に
お
二
人
の
方

が
お
見
え
に
な
り
ま
し
た
。

旧

制
中
学
の
卒
業
生
と
の
こ
と
。

校
長
室
で
往
時
の
校
長
先
生
方

の
写
真
を
見
な
が
ら
、

在
学
中

の
話
に
は
ず
み
感
慨
深
い
様
子

で
し
た
。

昭
和
四
十
年
代
前
半
以
前
の

卒
業
生
に
は
、

当
時
を
思
い
起

こ
す
施
設
等
が
少
な
く
な
り
ま

し
た
が
、

母
校
ほ
ど
思
い
出
深

い
も
の
は
な
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

昨
年
、

同
郷
の
著
名
な
作
家

と
の
会
話
の
中
で
、

代
表
作
の

中
に
私
の
生
ま
れ
た
土
地
の
地

名
が
出
て
い
た
こ
と
を
話
し
た

と
こ
ろ
、

「出
身
地
を
永
く
離

れ
る
と
、

母
を
憶
い
、

故
郷
を

憶
い
、

母
校
を
憶
う
も
の
で
す
」

と
の
こ
と
で
し
た
。

こ
の
言
葉
に
あ
る
よ
う
に
、

我
々
は
同
窓
生
か
ら
慕
わ
れ
る

学
校
づ
く
り
を
目
指
す
必
要
を

痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

皆

様
の

一
層
の
ご
健
勝
を
析
念
申

し
上
げ
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

植

田

襲

久

二
〇
〇

一
年
の
幕
開
け
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
”

明
け
ま
し

て
“
の
言
葉
に
も
、

い
ち
だ
ん

と
力
が
こ
も

つ
て
開
こ
え
る
新

年
で
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
、

年

間
事
業
の
大
半
を
順
調
に
消
化

し
、

残
る
任
期
を
全
う
す
べ
く

学
校

。
後
援
会
と
共
に
、

力
を

注
い
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

歴
史
と
伝
統
の
本
産
高
校
も

平
成
十
四
年
に
、

学
校
創
立
八

十
周
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

そ
の
記
念
事
業
を
行
う

為
に
、

先
日
、

同
窓
会
、

学
校
、

後
援
会
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
代
表
で
準

備
の
為
の
会
議
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
場
合
に
は
、

年

度
毎
に
役
員
の
顔
ぶ
れ
が
変
わ

り
ま
す
が
、

役
割
引
き
継
ぎ
を

図
り
、

式
典
を
成
功
さ
せ
る
幾

同
窓
会
に
遅
れ
を
と
ら
ぬ
よ
う
、

協
力
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

新
世
紀
を
迎
え
、

同
窓
生
の
皆
さ
ん
は
ま
す
ま
す

ご
健
勝
に
て
御
活
躍
の
こ
と
と

思
い
ま
す
。

私
は
本
校
後
援
会
長
を
拝
命

し
て
二
年
に
な
り
ま
す
。

岡
窓

会
長
様
を
は
じ
め
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

様
と
と
も
に
、

県
北
の
雄
本
産

高
校
の
更
な
る
発
展
の
た
め
に

今
年
も
協
力

・
援
助
を
約
束
い

た
し
ま
す
。

平
成
十
四
年
が
本
校
創
立
八

十
年
目
に
あ
た
り
ま
す
。

昨
年

十
二
月
に
準
備
の
た
め
の
四
者

会
談
が
持
た
れ
ま
し
た
。

後
援

会
と
し
て
も
金
力
を
挙
げ
て
協

力
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
校
の
卒
業
生
が
、

各
層
各

界
に
お
い
て
素
晴
ら
し
い
溝
躍

を
さ
れ
て
い
る
の
を
耳
に
す
る

に
つ
け
、

心
強
い
限
り
で
す
。

そ
の
先
輩
た
ち
に
続
く
在
校
生

の
日
々
研
鑽
を
期
待
し
て
私
の

こ
と
ば
と
い
た
し
ま
す
。

後

谷塞
農

サ||

政

彦

釜害寮魯骨ぢ脅藩密暑舎
春客審総畠手懇讐総窒今

戦生省陽蛍豊塗唇暴管墓

母観富景事醤螢窒暑営雷
ど年省生蛭禁登全塑生そ
は 入 し 学 若:畳g倉暑畳曾昌暑暑督
籍者李貸濃塩暑吾掻楽宅相,||

亀讐新
風 入
薫 生
る を
五 辺
月 え
に 早
な 一

私
た
ち
生
徒
会
で
は
今
、

清

涼
飲
料
の
自
動
販
売
機
設
置
に

向
け
で
日
々
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

そ
の
実
現
の
た
め
に
、

ま

ず
自
分
の
身
の
周
り
か
ら
環
境

を
見
直
し
、

整
え
て
い
こ
う
と

い
う
こ
と
で

「ゴ
ミ
分
別
処
理

運
動
」
を
企
画
し
、

現
在
本
高

全
体
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

自
販
機
導
入
に
向
け
て
ゴ
ミ

分
別
回
収
の
実
績
を
上
げ
る
為

に
二
週
に
わ
た
つ
て
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
行
い
ま
し
た
。

リ ケ 全国制生徒会長

こ暴中山 憶費

こ
の
二
週
間
で
ア
ッ
と
い
う

間
に
校
内
の
ゴ
ミ
の
状
況
は

一

変
し
、

生
徒
の
手
で
ゴ
ミ
の
分

別
回
収
は
じ
っ
か
り
と
で
き
る

よ
う
に
な
り
、

ゴ
ミ
が
あ
ふ
れ

て
い
た
Ｈ
Ｒ
さ
え
も
最
終
的
に

は
、

ゴ
ミ

一
つ
な
い
状
態
に
ま

で
な
り
ま
し
た
。

私
は
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
し
た
こ
と
で
本
南
生

一
人

一
人
が
ゴ
ミ
の
分
別
に
対
す
る

認
識
を
高
め
、

各
自
が
そ
れ
を

行
動
に
移
す
い
い
機
会
に
な
っ

た
と
思
い
ま
し
た
。

私
た
ち
生
徒
会
は
全
校
生
徒

の
熱
心
な
取
り
縄
み
と
大
き
な

一
歩
を
無
駄
に
せ
ず
、

こ
れ
か

ら
も
い
ち
早
く
自
販
機
が
設
置

で
き
る
よ
う
に
全
力
で
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（十
二
年
五
月
寄
稿
）

の
総
て
に
つ
い
て
廻
り
学
ぶ
適

齢
を
痛
感
し
て
い
る
毎
日
で

す
。

定
時
制
は
働
き
な
が
ら
学

ぶ
こ
の
両
立
が
人
生
惨
業
で

す
。

入
学
後
間
も
な
い
一
年
生

諮
君
は
学
校
生
活
に
慣
れ
て
来

る
頃
で
す
。

長
い
夏
休
み
後
に

脱
落
者
に
な
ら
ぬ
様
に
と
経
験

者
と
し
て
願
う
こ
と
は
目
標
を

決
め
て

一
歩
ず
つ
進
ん
で
下
さ

い
。

今
を
大
切
に
ま
ず
学
校
に

来
る
事
を
続
け
て
下
さ
い
。

そ

れ
だ
け
で
近
い
将
来
必
ず
自
信

と
な

っ
て
自
分
を
大
き
く
す
る

事
が
出
来
る
の
で
す
か
ら
。

（十
二
年
五
月
寄
稿
）
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( )は 現役過去5年間の選路推移

今

番

の

進

踏

状

況

平成12年 今春の合格状況 今
春
の
進
路
状
況
で
は
、

国

公
立
大
七
名
、

私
立
大

一
一
四

名
と
現
役
の
合
格
者
が
近
年
で

は
も
っ
と
も
多
く
な
っ
た
。
こ

の
背
景
に
は
受
験
人
日
の
減
少

に
よ
り
入
試
が
緩
和
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
あ
り
、

特
に
私
立
大

で
二
極
化
が
進
み
、

中
堅
以
下

の
大
学
を
中
心
に
倍
率
が
下
が

り
入
り
や
す
く
な
っ
て
い
る
現

状
が
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、

私
立
大
の
難
関
大
や
国

公
立
大
で
は
そ
れ
ほ
ど
倍
率
が

下
が
ら
ず
、

難
易
度
も
下
が
ら

ず
受
験
生
に
は
巌
し
い
状
況
が

続
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
億

向
は
今
後
も
続
く
と
考
え
ら
れ

る
。

短
大
へ
の
進
学
者
は
減
少

が
続
き
、

四
年
前
に
比
べ
る
と

半
減
し
て
い
る
。
こ
の
結
果
は
、

高
学
歴
意
向
か
ら
四
年
制
大
学

を
目
指
し
た
り
、

就
職
難
を
背

景
に
実
学
意
向
か
ら
専
門
学
校

を
希
望
す
る
女
子
が
増
加
し
て

い
る
こ
と
の
あ
る
と
考
え
ら
れ

Ｚつ
。就

職

・
公
務
員
に
つ
い
て
は
、

就
職
難
か
ら
求
人
件
数
は
毎
年

減
少
し
、

就
職
を
希
望
し
て
い

る
生
徒
は
あ
ま
り
選
択
の
余
地

が
な
く
、

厳
し
い
状
況
を
強
い

ら
れ
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
中
、

就
職
希
望
を
断
念
し
た
り
、

ま

た
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
が
見

つ
け
ら
れ
ず
就
職
も
進
学
も
せ

ず
フ
リ
ー
タ
ト
の
よ
う
な
形
で

卒
業
す
る
生
徒
も
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
。

公
務
員
も

就
職
難
や
採
用
人
数
の
減
少
で

巌
し
い
状
況
で
今
年
は
合
格
者

な
し
と
い
う
結
果
に
終
わ
つ
た
。

平
成
ヤ

一
年
度
事
業
報
告

Ｈ
年
４
月
　
母
校
入
学
式
に
出
席

５
月

会
計
監
査

６
月
○
会
報
２９
号
発
行

の
通
常
総
会
開
催

７
月
　
上
里
支
部
設
立
総
会

に
出
席

９
月
　
一母
撰
猫
樹
祭
に
出
席

‐２
年
１
月

会
報
３。
号
発
行

２
月
①
支
部
長
会
議

，
新
年

会
開
催

②
要
養
昼
半
母
校
助

成
金
の
贈
豊

３
月
①
新
会
員
入
会
式
開
催

畳

へ
震

誓

③
母
校
卒
業
式
に
出
席

※
毎
減
各
飾
盟
害
員
会
の
開
催

平
成
十
二
年
度
事
業
計
画
案

‐２
年
４
月
　
母
殺
入
学
式
に
出
解

５
月

〈釜
Ｈｌ監
査

６
月
　
通
常
総
会
開
催

マ
月
　
部
活
動
の
応
援

８
月
　
記
念
誌
委
員
会
の
騨
権

９
月
　
一母
獲
楠
樹
築
出
席

１１
月
　
講
演
会
開
催

‐２
月
　
新
会
員
名
簿
の
検
討

路
年
１
月
①
会
報
３‐
号
発
行

②
青
英
資
金

↓
母
校
助

成
金
の
贈
豊

２
月

支
部
長
会
議

・
新
年

会
開
催

３
月
①
新
会
員
入
会
式
開
催

圏

へ
昌

③
母
盤
盤
養
み
に
出
席

※
毎
月
定
例
役
員
会
の
開
催
・

平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年

進路指導部

飯 塚 出 入

国公立4年 811大学 10(2) 1 0 ( 5 ) 8 ( 3 ) 6 ( 3 ) 13(7)

私立4年 制大学 183(88) 169(76) 207(98) 173(98) 1フ2(114)

国公立短期大学 5(5) 2 ( 2 ) 3 3(3) 4 ( 4 )

私 立短 期 大 学 89(86) 75(75) 48(40) 53(50) 38(37)

専修 ・専門学校 80(73) 83(69) 106(90) 98(83) 88(81)

公務畏 ・民間就職 8(5) 1 1 ( 1 0 ) 10(7) 19(12) 3 ( 2 )

1 9東 京 国 際 5 3

2 0立    教 4

21国 際医療福祉 4 2

2 2東 京 電 気 4 3

23法    政 4 1

2 4関 東 学 園 3 3

2 5文 化 女 子 8 3

2 6神  奈  川 3 2

2 7国  士  舘 3 3

2 8聖  学  院 3 3

2 9麻    布 2 0

3 0埼 玉 工 業 2 2

3 ]淑     徳 2 2

3 2杉 野 女 子 2 2

3 3中 央 学 院 2 2

3 4東    邦 2 0

3 5日 本 工 業 2 2

8 6武 蔵 野 女 子 2 2

3フ 関 東 学 院 2 2

3 8九 州 東 海 2 0

3 9駿  河  台 2 2

4 0中    央 2

4 1東 京 工 科 2

4 2森    良 2 0

4 3文 京 女 子 2 1

4 4学  習  院 2 0

45,ヒ       璽 2 0

4 6圏  馨  院 2 0

4 7大    正 2 0

4 8早  稲  田 1 0

私 立 大 会 計 316 1フ1

織 計 329 178

目公立大 人数 現役

1岡     山 1

2群    馬 3 2

3筑    波 ]

4東 京 芸 術 1 0

5罵    取 1 0

6山    形 1 0

7流    球 1

8高 崎 経 済 2 2

9前 橋 工 科 1 0

10策 京都立 (露め 1 0

合  計 1 3 7

私 立 大 人数 現役

1日     本 31 1 0

2大 東 文 化 30 1 8

3東    洋 25 9

4立    正 24 1 2

5城    西 9

6帝    京 1 0 7

7亜  細  亜 9 6

8拓    殖 8 5

9明 治 学 院 8 ]

1 0女 子 栄 養 7 7

1 1専   修 フ 2

12獨      協 7 6

13武      蔵 6 4

14工   学   院 6 2

15駒      澤 5

16東      海 5 4

1フ 明     治 5 3

1 8東 京 経 済 5 0
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申藤
が鞭
鑓
舞
漁

講

納
入
善
芳
負

縫
響

Ｈ
Ｈ
・‐２
・‐
～
Ｈ
確
・３
・３‐

【高
４
】
内
出
正
太
郎

【高
６
】
茂
本
孝
夫

【南
３０
】
金
井
善
雄

【苗
３４
】
福
井
恵
子

【南
４‐
】
黒
澤
紀
子
、

野
澤
　
浮

川
題
博
構
、

音
岡
大
太
郎

【高
４２
】
今
　
童
之

【高
４３
】
阿
佐
美
雅
史

【高
４４
】
中
島
昭
美
、

永
石
　
博

冨
澤
弘
司
、

杉
野
幸

一

竹
曲
手
晶

【南
４５
】
飯
島
明
子
、

粟
原
直
子

中
島
亜
希
子
、

川
聞
俊
哉

久
保
田
苦
輝
、

小
貝
千
絵

出
田
み
ど
り

【高
４６
】
神
時
広
好
、

岩
瀬
敬
征

萩
原
発
己
、

青
山
容
子

【高
４７
】
青
木
　
功
、

出
内
弘
予

野
本
宏
之

鶴!

田
部
井
訓
子
、

小
林
誠
配

武
藤
和
美
、

弓
町
孝
志

清
水
美
穂
、

大
澤
真
寄

圏
中
鴫
隼
人
、

富
川
明
子

掛
斐
志
保
、

大
澤
幸
恵

高
田
和
子
、

冨
田
　
学

根
岸
優
輝
、

松
村
明
代

高
木
健
次
、

持
田
溝
文

小
見
良
介
、

門
倉
　
仁

関
田
尚
志
、

野
畠
隆
太

高
橋
あ
づ
さ
、

進
藤
統
美

竹
出
栄
美
、

高
橋
伸

一

小
川
朋
業
、

横
川
直
美

岩
上
惨
、

栗
原
登
美
子

中
沢
勇
太
、

中
島
大
輔

小
泉
悪
理
子
、

金
井
俊
之

卜
部
め
ぐ
み

須
田
佐
世
予
、

谷
　
栄
剛

山
田
真
澄
、

成
富
佐
和
子

四
分

一
智
子
、

神
岡
業
香

Ｈ
Ｈ
・
‐２
・
‐
～
Ｈ
‐２
・
３
・

３‐

【高
３３
】
内
圏
　
薫

【高
４。
】
富
沢
友
子

【高
４４
】
鈴
木
み
ゆ
き
、

野
澤
良
次

岩
田
理
枝
、

関
根
裕
子

小
碁
慎

一
郎

【高
４５
】
小
池
威
正
、

野
澤
亜
希
子

【高
４６
】
小
林
　
寛
、

猪
購
美
礼

【高
４７
】
会
贈
純
也
、

補
地
大
介

浦
水
美
砂
、

藤
川
佑
司

【高
４８
】
中
井
　
慈
、

上
擦
瑞
江

飯
塚
　
学
、

須
藤
支
智

細
出
拓
也
、

関
根
加
代
子

竹
野
恭
子

【南
４９
】
鈴
木
じ
の
が
、

斎
藤
丈
士

岡
圏
嵩
和
、

金
子
武
史

難
波
尚
手
、

岡
安
正
頼

榛
業
圭
芋
、

滝
澤
浩
司

【高
５。
】
坂
上
　
茂
、

野
澤
論
志

竹
野
影
吾

【高
５‐
】
小
島
　
昇
、

掛
川
朱
津
乃

度
　
美
志

【高
５２
】
桜
澤
　
歩
、

須
藤
千
博

須
貝
志
津
佳

金

盆

伐

念

預

額

擦

萩

高
田
香
緒
利

田
野
由
美
江

【定
５０
】
酒
井
美
恵
子

議
納
入
者
労
名
贔
踊
）

Ｈ
‐２

・
４

・
１
～
Ｈ
‐２

・
‐２

・
３‐

【中
わ
】
伊
藤
　
界
、

青
柳
今
朝
雄

【高
６
】
金
井
亨
夫

【高
８
】
田
中
静
子

【高
１３
】
菅
谷
港
之

【高
３。
】
榊
踏
裕
司

【高
４。
】
深
尾
美
奈
子

【南
４‐
】
清
水

惨

【高
４２
】
井
北
明
久

【高
４５
】
町
田
　
誠
、

新
坂
　
晋

【高
範
】
内
田
富
幸

【高
４７
】
小
募
　
学

【高
り
】
高
本
優
一

【高
５‐
】
榊

敦
手
、

本
村
雅
史

【高
５２
】
相
採
啓
乃
、

水
澤
恭
輔

峯
鮮
早
紀
、

武
正
奈
保
美

金
本

群
、

曲
圏
マ
リ
手

途
浮
幸
江
、

小
林
恵
理
子

金
井
キ
賀
子
、

江
原
い
づ
み

年
会
費
納
入
者
芳
名
盆
盤
獅
）

【南
４８
】

【高
４９
】

前
川
悠
介

【高
５。
】
児
島
直
史
、

荒
井
健
司
、

棚
沢
光
洋
、

内
野
泰
志

【高
５‐
】
井
田
和
枝
、

川
戸
勇
輝
、

山
内
美
穂
、

嶋
圏
奈
緒

【高
５２
】
新
聞
将
之
、

染
谷
昌
寛
、

小
林
篤
史
、

内
海
博
之
、

平成11年度概支決算書
白 平 成li年4用 1田
重 平 成12年3月31周

依ぅで次期線越金はな入合計7,254,006R―資出な持3,312.O13用辞3.941,988用である。

財 産  目  録
平成12年3月3 1 B

川
俣
耕
輔

井
沢
友
子

金
子
ひ
と
み

中
村
弘
太
郎

石
坂
光
太
郎

江
原
祐
子

山
田
美
智
子

高
嶋
優
子

水
野
実
紗

杉
田
奈
央

掟  閉

造  期

密  報

塗  額

1,382,965

11,028,磁0

5,190,001

2,776,000

930,7T3

82,187

25,902

魂         金

郵 震 窮 盤 簿 お 聴

会 計 監 査 報 告

平成Il字就の数餃を行いましたところ落犠審 力り線験なく、王業であらことを

認めとす,

平我12学S tt 12 u

難 森  江  原  鷲  替

盤 事  廿  内  窓 義予

年
会
費
納
入
者
芳
名
金
羅
醐
）

Ｈ
‐２
・４
・１
～
Ｈ
確
・確
，３‐

【高
４‐
】
長
年
澄
横

【高
４７
】
飯
島
奈
々
美

【高
４８
】
大
久
保
加
葉
子

【南
４９
】
出
牛
健
太
郎
、

圏
村

裕

【高
５０
】
日
向
奈
緒
、

井
聞
文
雄

【高
５‐
】
田
島
　
発
、

中
野
祭
春

【高
５２
】
佐
藤
美
幸
、

圏
村
直
子

目
角
祐
十
、

清
水

香

杉
田
黙
梨
佳

寄
付
者
芳
名
　
（整
踊
）

Ｈ
確
・４
・１
ヽ
Ｈ
‐２
・確
。３‐

【女
姥
】
小
松
郁
子

娘 入 の 部

料  嵐  子京f顧 1'~石
~類

1比鞍増城 館

金

費

皮

全

入

金

金

会始会常収巾中

入

終

等

守

難

演

齢

?54,000

1.620,000

3 0 , 0 0 0

8 0 1 0 0 0

1特,8FS

2 . 0 0 0

4.522,12f

7う4.000

300,000

lKXl,000

10,000

1001000

0

4.522,127

0

1,120.000

▲ 1 , 0 0 0

7 0 , 0 0 0

76,39r

2、Om

0

付出期361転、定幹ゆⅢ8名

事年残納広書i寝毬

期人t97を 、投じ2をほ輝 分輸入

事いや'名

宅議病録 志120,OoOPどをおけ

資ぬの送金窮誤

合    計 7.撤 ,006 S,鉛 .127 1,2研,暫9
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費
賞
　
　
　
安
全
費
費
　
　
　
控
　
費
錠

　

　

絵
費
賞

全
鞭
　
　
　
輸
抑

強
億
　
　
　
除

　
韓
紳

　

　

韓
帥

船

総
親
　
　
　
肥
様
会
運
　
　
　
安
　
中
毒

　

　

帯

識
予

8 8 6 、 2 H 1 9

242.研0
30,000
】91500

1,0911060

73.050

120.653

50.000

0

0

(革住 瞬 )

i密 韻 森 金 tう尊ひ瀬筆」
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韻立金
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栄

求

栄 転 0台 Fiガ線館念である,
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